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18世紀の思想論争をめぐって
 ――バルザック作品からのアプローチ










１．Débat d’idées / réflexions
　まず « débat d’idées » という耳慣れない言葉ですが、アルティガス＝ムナン先
生のご発表を通して、 « réflexions » を発展させた概念であるらしいと感じました。



























































































３ Balzac, Les Martyrs ignorés, fragment du Phédon d’aujourd’hui, La Comédie humaine, t. 
XII, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 1981, p. 719-751.
４ Balzac, Discours sur l’immortalité de l’âme, Œuvres diverses, t. I, Gallimard, 



























５ Balzac, Traité de la prière, Œuvres diverses, t. I, Gallimard, « Bibliothèque de la Pléiade », 
1990, p. 603-610.
６ Geneviève Artigas-Menant, « La prière chez Robert Challe », Autour d’un roman : Les 
Illustres Françaises de Robert Challe, Honoré Champion, 1992, p. 41-55.
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ストは、バルザックに多大な影響を与えましたが、もしかしたら、藤原先生がいみ
じくも指摘されていたように、ロベール・シャールもギュイヨン夫人を読んでいた
のかもしれません。内的祈りと射祷を実践していた彼の姿を見ると、その可能性も
ありうるように思います。
むすび
　19世紀フランス文学、とくにユゴーやバルザックにおいては、物語の中に議論が
盛り込まれ、語り手＝作者が自らの思想を披露するということがたえず行われてい
るため、バルザックを中心に読んできた私はその形式を当たり前のように受け入れ
てきました。しかし今回、「18世紀の小説と思想論争」というテーマでアルティガ
ス＝ムナン先生のお話をうかがい、思想的議論を物語の中に取り込み、読者に提
示する、こうした形式を模索し、その基礎を作ったのが18世紀であったというこ
と、バルザックはその遺産を受け継いでいるのだということを確認することができ
ました。また、18世紀、啓蒙の世紀というと、みなが一丸となって宗教の否定、教
会破壊に向かっていったようなイメージを抱いてしまいがちですが、こうしてマリ
ヴォーやロベール・シャール、プレヴォーと、個々の作家を丁寧に見ていくと、宗
教と信仰をめぐる論争に思いがけない誠実さ、繊細さを見出すことができるという
こともうれしい発見でした。ありがとうございました。
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